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と検索方略リハ Jv 

井敏純

;九タij佼置効栄iこ関する研究に対して，そ

〕の段階に置くかによって 2

置くかs 又は検索ng) 

きょう。符号化の段階ではリハーサノレ(rehearsal)

の問題R.-丸、て多くの研究がなされてきた。リハーすjレの効果iζ司ついては，項目のリハーサJl.ノ同数とい

う量的な国の効果と (Atkinson& Shiffrin， 1971; Rundus， 1971; Woodv日 rd，β&Jonge 

ward，19/:3)，どのようなリハーサノレを行なうかといったリノい匂サjレの方略に関する質的な効果

&L心ckharr砂 1972;Craik & Watkins， 1973; ， 1973)の2つの効果が考えられる。このよ

うな ijハ~ 吋ノLノの役割や強調する リハーサーノレが系列位置によって量的又は質的に異なることが系

タIj位宥劫史の日を現定する重要な要因であると主張することが多い。ただし新近効果についてはリハ

一什 その規定因を求めるのが寸交的である。

次iと'_の〕にう なく検索方略も系列位置効呆の出現に大きな影響を及ぼすことが

報告されどいる。つまり系列位置効果が出現するためには特定の再生方略をとることが必要であるとさ

れるの例えば初頑効果;と新近効果ではそれぞれの系列位置でなされる再生方略が質的に異なるといった

主張。ん:各系列位置の再生主れる順序が重要な もっとする output interference の仮説(以

後 o 仮説と略す)などが健唱されている (Bjork& Whi tten， 1974; Dalezman， 1976 ; 

lIoedj hmidt ， 1980; Tul vi ng & Arbuckle， 1966) 

乙JJ()刊仮説Jま，いま保持されている幾つかの項目の内その一部の項目を何らかの理由で先に再生

ずると吻それに続く残りの項目 されるというものである。 従つじある系列位置の再生が遅

らされるとs それにつれてその位置は再生されにくくなることが予想される (Roediger，特に

VVhl 抗日η ，Roedi ger & Scbmidt ， Whi tten (1978) 等は従来より短

しないとされる事態におい切て， リハーサノレを統ーした場合でも系列位置効果の生ずること

任示したc しかし乙の結呆は OPI仮説を支持するものとして提出されたが一-Bj肝 k& Whitt印

再生j眠中こ高い相閣を見い出した一一， Glen ， Bradley， St日venson，Kra us， 

Tkachuk， Gretz ， Fish i'江 Turpin (1980)はリハーサルの統制が不十分であったことを指摘し 3

系列i立嵩効果における 1)ハーサノレの役割は否定できないとしている G

以上のよう と検索の段階を別々に見てきたが， ζ の2つの段階がそれぞれ独立して系列位置

効果に影響そ及ぼしているわけではない。例えば，無関連な幾つかの項目が近接して再生されるために

はりノ、…汁)~によって何らかの結びつきが形成される必要があるという指摘や (Ambler& Maples， 

1977) ， リ".... ，-可サノレiIJj数の多い項目(学当量の多い項目) く再生されやすいといった結果な

どがある g，Allen&J己nes，1965; Tul vi ng & Hastie， 1972).つまり， これは系列位

震効果を明らかにする仁で，その現象が符号化又は検索段階でどこまで決定されるかを明確にする

があるだけではなく，相互n の関り方についての研究がなされなければならない ζ とを意味している。そ
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ζで本fJH究 /j"略の指標として各系列位置の舟生}I民序を用い 9 リハーサノレと再生順序の関係から

と検索段階の闘係をりiらかにすることがひとつの目的である。さらにおける

Craik&Watkll.1S ，]acoby&Bartz (1972)， Watkins (1974)などは， リハーサノレ庁略が

系列位置によって異なることを示唆しており，特に初頭頃目における精激化作laborative) リハー

サJレ， 日 nt邑nance) リハーサjレといった 2つのリハーサノレについて論じている。

しかしその結果に一ついては1)ハーサル凶数の統制や被験者が白自にリハーサノレできる条件などにι抽が

あんそのえめ本初況ではリハ サルの回数だけでなく，その)J略を各系列位渥で統制するため次のよ

つ きそとった。なおr リハ~サノレ方略については精徴イヒリハーサノレのひとつと考えられる，幾つ

かの項目作ひとまとまりとしてリハーサルしてチャンク (chunk;Miller ， 1956 : Lesgold &Bow記r，

そ形i1立するような活動に注目した。

リストは15項目から成仏被験者は場所Hこ提示された項目だけを戸にIi'rして 2度読みp その頃自だけ

することが妥求された。さらに 3項目の提示終fごとに次の項目が提示されるまで 2秒間が被験

者に与えられた G その聞に直前に提示された 3一項目を一度だけ声に出して再生しなければならなかった。

この時 3長目の内生順序は被験者の自由に任された。この再生をFFR(First Free Recall )と以

後は略ヲ。リスト提示終工後9 直後自由再生法により保持テストが被験者に課された。以上の子続きに

より，各頃自のリハーす しく統制し， リハ}サJレJj略0)函では FFRによって 3l.:長自をひと

まとめiこして IJハーザルするという )f略で統一心た。したがって結果として注目すべき点は，系列位置

にょっと FRに難易があるか，また FFRでのリハーすノレ順序に違いが損れるかという点である。さ

らに FFRの活動，1)1後の自由再生にどのような影響を及ぼすかを再生順序を指標にして検討を行なった。

護 テープ式メモリードラム

刺激提示反目は片仮名の清音 2文字の具体名詞 160個， のiiti定には梅本・森川・伊吹(1955)

のJ荷。 160 --289 (実験用リスト〉と 140-239 G練習用リスト)の範囲を参考にした。

15項目から成る 8つの元りストを使用，各リストの15項目はなるべく関連性が少なくなるように配分し

た。各リストの15頃目は提不順序に従い 3項目ずつ 5つのプロックに分られた。このフザロックの提示順

序をラテン方絡法により椙殺するため，ひとつの元リストにつき 5種類の変化リストが作成された。た

だし， アロッタドヨの3項目は全て尚一順序で提示された。また，被験者へのリストの配分は乱塊法によ

り各元 l)ストの 5属類の変化 i)ストからひとつずつ選択された。またそれらのリストの提示煩序につい

ても乱塊法lこよゥだの以ょの手続きにより異なる被験者ーで 6回のくり返しが行なわれ 5x 6の被験者が

奉加した。

各項目は 1秒間にひとつずつ提示された。被験:者は現前lζ提示された項目をその提示時間に 2

度声をよbして読むこと られた。 3項目の提示終了ごとに次の項目が提示されるまでに 2秒間

られた。その聞に被験者ーは直前に提示された 3項目を locだけ声に出して再生すること
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その再生!煩呼は被験者の自由に任された。なお 3項目を含む各プロックをが要求されている。ただし3

ブロック間系列位置として第 1，2，3，4，5，プロックと名ずける。また各ブロックに、， そ

ブロック什系列位置 1，2，3と呼ぶ Q 例えば系列aまれる 3J京凶をそのプロック内での提不)1民序κ従い，

;r;完位霞の日各:百はp 第2ブロックのブロッタ内系列位置 2というととになる。 なお，誤答， M返応p

次のブロックのi)I¥示が始まった場合はその時点でそのFF艮会、な内生などにより FFRが_iAS1Iされず?

全てのひとつのリスト内で幾つかのFFRが失敗しても p;~打ち切るように教示がなされた。しかし，

子続 (;(J話?了された c このようにして第5ブロックの FFRが終fすると直後自由再生が課された。これ

Recall)と略す。再生時間は 1分間で，再生順序は被験者の自由であり，ond F、reeを SF' ~~ 

できる7、よけ多くの項目を再生するよう努Jりすることが指示された。実験は 8試行異なるリストで行なわ

4試行終 f後 1分間の休憩が挿入された。なお実験に先立ち練習として 2試行が

果と

各プロックの誤答数 (FFRが失は各プロックの誤答率である。これは全被験者について，

それを全試行数3羽目以外の反応，内;生数の/F足 9 無反応、などを含む〉を加えzU)数で?敗:し

ρ d f =4， (x2 = 32.81， (8 x 30) む割ったものである。明らかに第 1プロックの誤答率は低く

i)ハ…サノレが容易であったことを示している。

r"/ 千

/ 
し一一」一一一一一よ 一一」一一一一一」一一一一一 J

1 2 3 45  
Block Position 

tri als， total ln FFR Error of Fig，l 

含めた全試行 (240)の内，各ブロッタで行なわれた FFRを3項目のリノト吟Fig. 

123は提示)1開予と同じ吋;1/)11再のュ皐いによって分類したものでs 全試行に対する比率が示されている。

321は逆唱を表わしている。明らかにどの位置のプロックでも提示サノレした場合であり，順序で、リノ¥

その傾向は第]ブロックと他のプロックでは異なしかし，ソハいすノレされやすいことがわかる。

=4. (x2 = 27.58， り，特(C第 lプロックでは提示)1貝序でリハ サルされやすい傾向カs~忍められる

正答試行(ひとつのリスト円の全プロックで FFRが成功した試行で総計l:iO戸く予 001) .ただし，

lくp

害事 lフロックと他のブロックではリハ ザル}jl絡が異なることを示唆するものである

行なわれた。
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試行ーであった〉だけでは第 lプロックでのリハーサノレカ1他のブロックと異なるとは百い難し、し

く.0[:)). 

以上の結果は，
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し一てし、る ζq主i乙3;色、味ごはFFRはりハ サノレiとよるチャンタの形成活動ではなく，(;I"， ;0¥ 

検索クをテャとにす三ぎないとも考えられる。つまり，

しかし乙れは。現前に無い項目のリハーサノレにはまずその頃日をーし、があるとするわりである。

みμ

0:')/::>ツ。であることはリノヤ叩となるわけで9検索できるとと

go 2でロァクlとみられる第 1ブロックと{tnのFlg幽 1ひとつの問頑として5も

リハサ/レつまり，'iζ よるものではなし功〉という疑問であるのFFRに現れたリハ

と同じん屯第 lブロ γしたのであって，リノ¥ー廿Jレタから変化したため，2 n 

各ブロックの3坪井(1978，1980)によって，略で、行なえばその差は無くなると推dllJされる。しかし，

県9

とが報

三氏は規凶しない。

あったタロコFFRはiihのプロックよりも

クでのリハーサルの有利性はそ
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Block Position 
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lこコいて見たもの巴各系列位置の再生率Fi 答申 3 t~t 

タイノレ順位である。パーセンタイル順位はp 各A答試行において再生された{'ーー寸主

それをパ ゼンタイノレ順位tc変換したものである Q Fig， 3にlと従:し，)1民位を付け，山、一
戸すし一ー

タイしたものが示されている。このパーセンタイc)ζ 

ノレ)1民佼は高い値ほど早く再生されていることを意味している。

lζ関してFFRの効果を明般にす再生率に関しては幸男近効呆の出現が明らかであるが，

ア、ロック間系列

ブロック内(1，2，3)の 3x 3の分散分析の結長TL

るため以，第 19233のブロックの範囲で次の分散分析号行なった O

位置の効果(1，2， Xブロック内
I
r
k
-
b
H体
何
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この結呆はリハ日jうく.001 ) . 二 2，系列!位器の効果にのみ有意差が認められた (x2 ~ 9.48 ， |る〈二

ブロック内ではリハーサル回数とブロック間で再生率との対応が見られるがpサノレ回数といよ)[自では，取疋7下;

タでのFFRの容易さは再生率には反映されているとはとの対応は見られない。また第 1プロ

し1えなし、c

内if!を

')。

に関して，第5ブロックから第4ブロックに向って再生が進んごおり，前述の再生率との関2で

の効巣を明らかにするたるものである。新近効果を除く範囲において FFR{糸から O1"Iぺ~)レ

ブロック間系列位置の効果(1， 2， 3) xプロッロッタのパーセンタイノレ順位について，第 1，2，3官〉、jL右

プロッタ間系列位置におい内系列位置の効果(1， 2，3)の.3x 3の分散分析を行なった。その結呆，の3

法による対比較検定の結P<.05). = 2 /245， でその効果が認められた (Fニ 4.03，

o 5)色 とこ U)タイノレJi民位iと有意是が認められたけぐ cl札 第 1プロックと第 2ブロック聞のパーセ

その時聞は 3秒間とは異なっている。彼はFFRを全て提示順序で行なっており，(1978) 結

が30抄という短時間で行なわれた点など，本実験の手続との違いにより直践にであった。さらにSFR

の方肝容の患いがきない。しかし再生率では同じ傾向であったことを考慮すると， FFR 

で見られSFR における再生煩序の変化に影響を与えたと考えられる。ひとつの仮説として，

2 で示されたリハーサノL〆万略のもうひとつの仮説はFるFFRの難去さ差が反映したとするものと，

i童心 tによるとするものである。後者は同一略(乙の易合はリハーサル順序が同じである ζと

引で作られたチャンタは再生時にはまとめて再生されやすい ζ とを仮定している。つまり坪井(1978)

第 1ブロッ123の順序でリハーサJレされノたチャンクが:再生されるでノ式されたリスト走査により，

他のプロックの変イじした庁略のずサノレ方略が比較的そのノ7略でなされることが多いので，グで♂Jリ

される。し、ずれにし第 1ブロッタの再生j順序が早くなるのではないかとヤンクを後まねしにして J
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まとめると，初頭項目におけるリハーすノレは他の系列位置と比べ，比較的容易でその万

略も変イLするととが少ないととが られる。このような特徴は再生順序に影響を与えていると考え

られるが，その理自は明らかでないのさらに多単純なOPI 仮説では本研究の結呆は説明されない G

最後に， ;f;研究では無関係連語を使用して， ワハーサノレの効果を見たが9 幾つかのカテゴリーに含ま

れる項目から成るリストではリハーサノレの効巣は本研究とはかなり異なったものになると推測される勿

それに加え仁川ng-term serial position effect と呼ばれている短期記憶の介入しない系列位

置効果など (Glenberg，et al， 1980; Roediger， 1974; Ro記diger& Schmi d t ， 1980) との

関連lとついてさらに検討する必要があろう。
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